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生産者に向けて意気込みを語る三島茂部会長

珍部本部長（右から3番目）が商品券を贈呈した

右から出雲地区本部珍部本部長、伊藤明里（あかり）副キャプテン、
斐川地区本部山根本部長

チェックリストを使いながら
来店者から話を聞く店員

お
り
、
学
生
の
就
農
に
対
す

る
不
安
や
問
題
の
解
決
策
な

ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。ま
た
、実
際
に
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
栽
培
し
て

い
る
戸
山
眞
梨
子
さ
ん
の
ハ
ウ

ス
を
見
学
し
、
実
習
で
使
用

す
る
圃
場
と
は
違
う
広
さ
に

学
生
た
ち
は
驚
い
た
様
子
で
し

た
。

　
同
大
学
の
担
当
者
は
「
出

雲
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
説

明
会
で
す
が
、
伊
藤
副
部
会

長
の
熱
意
と
サ
ポ
ー
ト
体
制

な
ど
は
、
学
生
た
ち
に
と
っ
て

自
ら
の
進
む
方
向
性
を
決
め

る
参
考
に
な
っ
た
と
思
う
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ

ど
う
部
会
は
、
12
月
12

日
に
荒
木
支
店
２
階
会

議
室
お
よ
び
生
産
者
の

圃
場
で
島
根
県
立
農
林

大
学
校
の
学
生
を
対
象

に
新
規
就
農
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
同
大
学
の
果
樹
専

攻
の
1
年
生
12
名
が
参
加
。

同
部
会
の
伊
藤
康
浩
副
部
会

長
が
自
身
の
就
農
の
体
験
を

も
と
に
、
ぶ
ど
う
栽
培
の
魅

力
や
就
農
し
て
か
ら
の
経
営

計
画
の
大
切
さ
、
部
会
・
県
・

市
・Ｊ
Ａ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が

充
実
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
説

明
。
説
明
会
に
は
最
近
就
農
さ

れ
た
生
産
者
3
名
も
参
加
し
て

　
令
和
４
年
度
第
２
回
島
根
県
肉
牛
枝
肉
共
進
会
が
１２
月
６

日
、
大
田
市
の
島
根
県
食
肉
公
社
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
県
内
の
１５
の
肥
育
農
場
か
ら
去
勢
牛
１６
頭
と
雌
牛
4

頭
の
出
品
が
あ
り
、
㈲
藤
増
の
「
永
勝
百
合
久
」
号
が
最
優

秀
賞
の
県
知
事
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
本
年
度
の
最
優
秀
賞

に
も
同
社
が
選
ば
れ
、
中
四
国
農
政
局
長
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
共
進
会
は
、
肉
用
牛
肥
育
技
術
の
確
立
と
、
し
ま
ね
和
牛

の
品
質
向
上
を
目
的
に
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
が
年
２
回
、
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
表
彰
式
で
は
、
藤
増
牧
場
の
場
長
で
あ
る
三
登
達
也
さ
ん

に
、
最
優
秀
賞
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。最
優
秀

賞
の
素
牛
生
産
者
は
、
船
津
町
の
永
瀬
理
恵
さ
ん
で
す
。枝
肉

は
、Ａ
５
等
級
で
霜
降
り
度
合
い
を
示
す
Ｂ
Ｍ
Ｓ（
牛
脂
肪
交
雑

基
準
）
は
最
高
ラ
ン
ク
の
№
１２
。ロ
ー
ス
芯
面
積
は
同
公
社
で
最

高
値
と
な
る
１
３
８
㎠
を
記
録
。歩
留
基
準
値
は
84
・
9
%
と

高
い
数
字
で
し
た
。

島
根
県
農
協
肉
牛
枝
肉
共
進
会

㈲
藤
増
が
最
優
秀
賞

各
支
店
で
来
店
感
謝
デ
ー
開
催

日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
を
込
め
て

新
規
就
農
説
明
会
を
開
催

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会

表彰状を受けとる永瀬理恵さんのご主人、吉男さん

トロフィーを受けとる三登場長

圃場を見学する学生ら

学生に向けて説明する伊藤副部会長

い
ち
じ
く
柄
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ

し
、
多
伎
町
特
産
の
い
ち
じ

く
の
干
し
い
ち
じ
く
、
ア
ロ

マ
テ
ィ
カ
ス
（
多
肉
植
物
）

を
セ
ッ
ト
に
し
て
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

　
同
支
店
の
原
田
支
店
長
は

「
１
ヵ
月
以
上
前
か
ら
支
店

職
員
と
女
性
部
の
皆
さ
ん
と

で
苗
づ
く
り
か
ら
準
備
し
て

き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方

に
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
女
性

部
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
に
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
１２
月
１５
日
、

日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
を
込

め
て
、
来
店
感
謝
デ
ー
を
実

施
し
ま
し
た
。
出
雲
地
区
本

部
で
は
来
店
者
へ
の
粗
品
と

し
て
卵
と
ホ
ッ
カ
イ
ロ
を
用

意
し
た
ほ
か
、
各
支
店
が
そ

れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
て
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
塩
冶
支
店
で
は
、
J
A
バ

ン
ク
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
「
よ
り
ぞ
う
」
が
お

出
迎
え
し
、
来
店
者
へ
J
A

バ
ン
ク
の
P
R
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
多
伎
支
店
で
は
、Ｊ

Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
多
伎

支
部
の
協
力
で
、
牛
乳
パ
ッ

ク
で
作
っ
た
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
を

女性部員からプレゼントを渡した（多伎支店で）

よりぞうがお出迎え（塩冶支店で）

　
12
月
16
日
、
出
雲
市
を
ホ
ー
ム
に
活
動

す
る
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
デ
ィ
オ
ッ
サ

出
雲
Ｆ
Ｃ
」
の
２
０
２
２
シ
ー
ズ
ン
報
告
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
や
応
援
す
る
企
業
・

団
体
な
ど
か
ら
約
８０
名
が
出
席
。
中
国
女

子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
4
連
覇
し
た
こ
と
な

ど
、
２
０
２
２
シ
ー
ズ
ン
の
戦
績
を
報
告
し
、

監
督
、
選
手
た
ち
が
１
年
間
の
支
援
、
応

援
へ
の
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
と
同
斐
川

地
区
本
部
か
ら
、
今
後
の
よ
り
一
層
の
活
躍

を
期
待
し
、
新
米
の
出
雲
産
き
ぬ
む
す
め
５

０
０
キ
ロ
を
贈
呈
し
、珍
部
誠
本
部
長
は「
出

雲
の
お
米
を
食
べ
て
い
た
だ
き
、
来
年
こ
そ

な
で
し
こ
リ
ー
グ
2
部
へ
の
昇
格
を
実
現
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
12
月
16
日
、
㈲
Ｊ
Ａ
い
ず
も
ア
グ
リ
マ
ー

ト
は
同
社
が
運
営
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

J
A
い
ず
も
ド
ー
ム
北
店
で
、
特
殊
詐
欺

被
害
防
止
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
に
は
出
雲
警
察
署
、
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
出
雲
地
区
地
域
安
全
推
進
員
が
協

力
し
、
特
殊
詐
欺
の
犯
人
か
ら
、
電
子
マ

ネ
ー
を
購
入
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
来

店
客
や
、
携
帯
電
話
で
通
話
し
な
が
ら

A
T
M
を
操
作
す
る
来
店
者
に
対
し
て
の

声
掛
け
な
ど
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
形
式
で
行

い
ま
し
た
。
訓
練
後
、
出
雲
警
察
署
の
佐

藤
泰
基
生
活
安
全
課
長
は
「
パ
ソ
コ
ン
が
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
、
市
役
所
・
還
付
金
と
い

う
ワ
ー
ド
は
特
殊
詐
欺
の
典
型
的
な
文
句

な
の
で
す
ぐ
に
警
察
に
連
絡
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
同
社
の
福
島
啓
介
社
長
は
「
お
客
様
や

地
域
の
方
を
特
殊
詐
欺
被
害
か
ら
守
る
た

め
、
声
掛
け
訓
練
な
ど
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
、
年
末
に
向
け
た
警

戒
の
強
化
を
意
気
込
み
ま
し
た
。

デ
ィ
オ
ッ
サ
出
雲
Ｆ
Ｃ
が
報
告
会

Ｊ
Ａ
か
ら
新
米
５
０
０
キ
ロ
を
贈
呈

特
殊
詐
欺
を
未
然
に
防
ぐ

声
か
け
訓
練
実
施

需
要
期
を
逃
さ
ず
に
出
荷
を

年
末
講
習
会
開
催

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
し
い
た
け
部
会

　
ラ
ピ
タ
は
12
月
21
日
、
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ

と
し
て
地
区
本
部
管
内
15
ヵ
所
の
子
ど
も
食

堂
へ
農
協
全
国
商
品
券
を
合
わ
せ
て
30
万
円

分
贈
呈
し
ま
し
た
。
同
地
区
本
部
を
訪
れ

た
「
わ
く
わ
く
食
堂
」
の
杉
原
代
表
と
出

雲
社
会
福
祉
協
議
会
の
渡
部
会
長
に
、
珍

部
誠
本
部
長
が
商
品
券
を
贈
り
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
20
年
以
上
続
い
て
お
り
、

一
昨
年
ま
で
は
福
祉
施
設
へ
ミ
カ
ン
な
ど
を

贈
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
施
設
へ

の
訪
問
が
困
難
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
昨

年
か
ら
子
ど
も
食
堂
へ
の
寄
付
に
変
更
し
て

い
ま
す
。

　
贈
呈
式
後
に
は
、
意
見
交
換
も
実
施
し

ま
し
た
。
珍
部
本
部
長
は
「
子
ど
も
食
堂

の
需
要
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
フ
ー
ド
ロ
ス
の
問
題
も
含
め
食
材
の
提

供
な
ど
皆
さ
ん
と一緒
に
考
え
て
い
き
た
い
」

と
積
極
的
に
支
援
す
る
意
向
を
伝
え
ま
し

た
。

　
12
月
6
日
、
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
3
年
ぶ

り
に
県
外
の
青
果
市
場
関
係
者
を
招
き
、

J
A
、
生
産
者
約
50
人
が
参
加
。
市
場
関
係

者
か
ら
は
、
令
和
4
年
3
月
30
日
に
消
費
者

庁
の
食
品
表
示
基
準
Q
&
A
が
改
正
さ
れ
、

し
い
た
け
に
つ
い
て
原
木
ま
た
は
菌
床
培
地

に
種
菌
を
植
え
付
け
た
場
所
（
植
菌
地
）
を

原
産
地
と
し
て
表
示
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
中
国
産
菌
棒
が
減
少
し
、
国
産

の
需
要
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
な
ど
の
情
勢

報
告
の
他
、
年
末
に
向
け
て
十
分
な
出
荷
量

の
確
保
が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
部
会
は
部
会
員
全
員
で
「
美
味
し
ま
ね

認
証
ゴ
ー
ル
ド
」
に
取
組
み
、
食
の
安
全
・

安
心
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
同
部
会
の
三
島
茂
部
会
長
は
「
各
種
補
助

事
業
を
活
用
し
、
新
規
就
農
者
も
増
え
部
会

が
活
気
づ
い
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

一
番
の
需
要

期
で
あ
る
年

末
に
積
極
的

に
出
荷
し
販

売
高
５
億
円

達
成
に
向
け
、

部
会
一
丸
と

な
り
頑
張
り

ま
し
ょ
う
」

と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し

た
。

ラ
ピ
タ
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ

子
ど
も
食
堂
を
支
援

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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珍部本部長（右から3番目）が商品券を贈呈した

右から出雲地区本部珍部本部長、伊藤明里（あかり）副キャプテン、
斐川地区本部山根本部長

チェックリストを使いながら
来店者から話を聞く店員
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、
学
生
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就
農
に
対
す

る
不
安
や
問
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の
解
決
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な

ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。ま
た
、実
際
に
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
を
栽
培
し
て

い
る
戸
山
眞
梨
子
さ
ん
の
ハ
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ス
を
見
学
し
、
実
習
で
使
用

す
る
圃
場
と
は
違
う
広
さ
に

学
生
た
ち
は
驚
い
た
様
子
で
し
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。

　
同
大
学
の
担
当
者
は
「
出

雲
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
説

明
会
で
す
が
、
伊
藤
副
部
会

長
の
熱
意
と
サ
ポ
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体
制
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ど
は
、
学
生
た
ち
に
と
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て

自
ら
の
進
む
方
向
性
を
決
め

る
参
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に
な
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と
思
う
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と

話
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。
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会
は
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日
に
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議
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お
よ
び
生
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の

圃
場
で
島
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大
学
校
の
学
生
を
対
象

に
新
規
就
農
説
明
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
同
大
学
の
果
樹
専

攻
の
1
年
生
12
名
が
参
加
。
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部
会
の
伊
藤
康
浩
副
部
会

長
が
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近
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催
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に
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に
も
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が
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、
中
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国
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政
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長
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に
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。
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は
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和
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Ａ
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が
年
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開
催
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て

い
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。
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彰
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で
は
、
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牧
場
の
場
長
で
あ
る
三
登
達
也
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ん

に
、
最
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秀
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の
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ロ
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授
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牛
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者
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船
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の
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で
す
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、Ａ
５
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で
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合
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す
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牛
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交
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と
な
る
１
３
８
㎠
を
記
録
。歩
留
基
準
値
は
84
・
9
%
と

高
い
数
字
で
し
た
。

島
根
県
農
協
肉
牛
枝
肉
共
進
会

㈲
藤
増
が
最
優
秀
賞

各
支
店
で
来
店
感
謝
デ
ー
開
催

日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
を
込
め
て

新
規
就
農
説
明
会
を
開
催

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う
部
会

表彰状を受けとる永瀬理恵さんのご主人、吉男さん

トロフィーを受けとる三登場長

圃場を見学する学生ら

学生に向けて説明する伊藤副部会長

い
ち
じ
く
柄
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ

し
、
多
伎
町
特
産
の
い
ち
じ

く
の
干
し
い
ち
じ
く
、
ア
ロ

マ
テ
ィ
カ
ス
（
多
肉
植
物
）

を
セ
ッ
ト
に
し
て
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

　
同
支
店
の
原
田
支
店
長
は

「
１
ヵ
月
以
上
前
か
ら
支
店

職
員
と
女
性
部
の
皆
さ
ん
と

で
苗
づ
く
り
か
ら
準
備
し
て

き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方

に
喜
ん
で
い
た
だ
き
、
女
性

部
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
に
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
１２
月
１５
日
、

日
頃
の
ご
愛
顧
に
感
謝
を
込

め
て
、
来
店
感
謝
デ
ー
を
実

施
し
ま
し
た
。
出
雲
地
区
本

部
で
は
来
店
者
へ
の
粗
品
と

し
て
卵
と
ホ
ッ
カ
イ
ロ
を
用

意
し
た
ほ
か
、
各
支
店
が
そ

れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝
ら
し
て
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
塩
冶
支
店
で
は
、
J
A
バ

ン
ク
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
「
よ
り
ぞ
う
」
が
お

出
迎
え
し
、
来
店
者
へ
J
A

バ
ン
ク
の
P
R
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
多
伎
支
店
で
は
、Ｊ

Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
多
伎

支
部
の
協
力
で
、
牛
乳
パ
ッ

ク
で
作
っ
た
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
を

女性部員からプレゼントを渡した（多伎支店で）

よりぞうがお出迎え（塩冶支店で）

　
12
月
16
日
、
出
雲
市
を
ホ
ー
ム
に
活
動

す
る
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
「
デ
ィ
オ
ッ
サ

出
雲
Ｆ
Ｃ
」
の
２
０
２
２
シ
ー
ズ
ン
報
告
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
市
や
応
援
す
る
企
業
・

団
体
な
ど
か
ら
約
８０
名
が
出
席
。
中
国
女

子
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
4
連
覇
し
た
こ
と
な

ど
、
２
０
２
２
シ
ー
ズ
ン
の
戦
績
を
報
告
し
、

監
督
、
選
手
た
ち
が
１
年
間
の
支
援
、
応

援
へ
の
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
と
同
斐
川

地
区
本
部
か
ら
、
今
後
の
よ
り
一
層
の
活
躍

を
期
待
し
、
新
米
の
出
雲
産
き
ぬ
む
す
め
５

０
０
キ
ロ
を
贈
呈
し
、珍
部
誠
本
部
長
は「
出

雲
の
お
米
を
食
べ
て
い
た
だ
き
、
来
年
こ
そ

な
で
し
こ
リ
ー
グ
2
部
へ
の
昇
格
を
実
現
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
12
月
16
日
、
㈲
Ｊ
Ａ
い
ず
も
ア
グ
リ
マ
ー

ト
は
同
社
が
運
営
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

J
A
い
ず
も
ド
ー
ム
北
店
で
、
特
殊
詐
欺

被
害
防
止
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
に
は
出
雲
警
察
署
、
地
元
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
出
雲
地
区
地
域
安
全
推
進
員
が
協

力
し
、
特
殊
詐
欺
の
犯
人
か
ら
、
電
子
マ

ネ
ー
を
購
入
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
来

店
客
や
、
携
帯
電
話
で
通
話
し
な
が
ら

A
T
M
を
操
作
す
る
来
店
者
に
対
し
て
の

声
掛
け
な
ど
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
形
式
で
行

い
ま
し
た
。
訓
練
後
、
出
雲
警
察
署
の
佐

藤
泰
基
生
活
安
全
課
長
は
「
パ
ソ
コ
ン
が
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
、
市
役
所
・
還
付
金
と
い

う
ワ
ー
ド
は
特
殊
詐
欺
の
典
型
的
な
文
句

な
の
で
す
ぐ
に
警
察
に
連
絡
し
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
同
社
の
福
島
啓
介
社
長
は
「
お
客
様
や

地
域
の
方
を
特
殊
詐
欺
被
害
か
ら
守
る
た

め
、
声
掛
け
訓
練
な
ど
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
話
し
、
年
末
に
向
け
た
警

戒
の
強
化
を
意
気
込
み
ま
し
た
。

デ
ィ
オ
ッ
サ
出
雲
Ｆ
Ｃ
が
報
告
会

Ｊ
Ａ
か
ら
新
米
５
０
０
キ
ロ
を
贈
呈

特
殊
詐
欺
を
未
然
に
防
ぐ

声
か
け
訓
練
実
施

需
要
期
を
逃
さ
ず
に
出
荷
を

年
末
講
習
会
開
催

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
し
い
た
け
部
会

　
ラ
ピ
タ
は
12
月
21
日
、
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ

と
し
て
地
区
本
部
管
内
15
ヵ
所
の
子
ど
も
食

堂
へ
農
協
全
国
商
品
券
を
合
わ
せ
て
30
万
円

分
贈
呈
し
ま
し
た
。
同
地
区
本
部
を
訪
れ

た
「
わ
く
わ
く
食
堂
」
の
杉
原
代
表
と
出

雲
社
会
福
祉
協
議
会
の
渡
部
会
長
に
、
珍

部
誠
本
部
長
が
商
品
券
を
贈
り
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
20
年
以
上
続
い
て
お
り
、

一
昨
年
ま
で
は
福
祉
施
設
へ
ミ
カ
ン
な
ど
を

贈
っ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
施
設
へ

の
訪
問
が
困
難
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
昨

年
か
ら
子
ど
も
食
堂
へ
の
寄
付
に
変
更
し
て

い
ま
す
。

　
贈
呈
式
後
に
は
、
意
見
交
換
も
実
施
し

ま
し
た
。
珍
部
本
部
長
は
「
子
ど
も
食
堂

の
需
要
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
フ
ー
ド
ロ
ス
の
問
題
も
含
め
食
材
の
提

供
な
ど
皆
さ
ん
と一緒
に
考
え
て
い
き
た
い
」

と
積
極
的
に
支
援
す
る
意
向
を
伝
え
ま
し

た
。

　
12
月
6
日
、
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
3
年
ぶ

り
に
県
外
の
青
果
市
場
関
係
者
を
招
き
、

J
A
、
生
産
者
約
50
人
が
参
加
。
市
場
関
係

者
か
ら
は
、
令
和
4
年
3
月
30
日
に
消
費
者

庁
の
食
品
表
示
基
準
Q
&
A
が
改
正
さ
れ
、

し
い
た
け
に
つ
い
て
原
木
ま
た
は
菌
床
培
地

に
種
菌
を
植
え
付
け
た
場
所
（
植
菌
地
）
を

原
産
地
と
し
て
表
示
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
中
国
産
菌
棒
が
減
少
し
、
国
産

の
需
要
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
な
ど
の
情
勢

報
告
の
他
、
年
末
に
向
け
て
十
分
な
出
荷
量

の
確
保
が
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
部
会
は
部
会
員
全
員
で
「
美
味
し
ま
ね

認
証
ゴ
ー
ル
ド
」
に
取
組
み
、
食
の
安
全
・

安
心
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　
同
部
会
の
三
島
茂
部
会
長
は
「
各
種
補
助

事
業
を
活
用
し
、
新
規
就
農
者
も
増
え
部
会

が
活
気
づ
い
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

一
番
の
需
要

期
で
あ
る
年

末
に
積
極
的

に
出
荷
し
販

売
高
５
億
円

達
成
に
向
け
、

部
会
一
丸
と

な
り
頑
張
り

ま
し
ょ
う
」

と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し

た
。

ラ
ピ
タ
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ

子
ど
も
食
堂
を
支
援

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもほっとニュースいずもほっとニュース
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出
雲
女
性
部
大
津
支
部

「
さ
ざ
ん
か
教
室
」

代
表  

勝
部 
美
保
子 

さ
ん

サ
ー
ク
ル
紹
介

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
大
津
支

部
の
「
さ
ざ
ん
か
教
室
」
は
平
成
11

年
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
現
在

は
14
名
の
部
員
が
毎
月
第
２
、
４
木

曜
日
に
大
津
支
店
の
２
階
和
室
で
、

銭
太
鼓
や
踊
り
の
稽
古
を
中
心
に
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前

は
敬
老
会
で
の
銭
太
鼓
や
踊
り
の
発

表
や
施
設
慰
問
な
ど
、
地
域
の
皆
様

に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
１
月
に

行
わ
れ
る
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
女
性
部

の
イ
ベ
ン
ト
で
の
発
表
に
向
け
て
、

メ
ン
バ
ー
全
員
で
発
表
が
成
功
す
る

事
を
目
標
に
一
生
懸
命
「
安
来
節
」

と
「
百
歳
音
頭
」
を
練
習
し
て
い
ま

す
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
上
達
し
て

い
る
の
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
銭
太
鼓
は
全
身
を
使
っ
て
演
じ
る

の
で
、
体
力
づ
く
り
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
集
ま
っ
て
み
ん
な
で
会
話
を

す
る
こ
と
で
認
知
症
予
防
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
で
す
。

　
今
後
は
、
新
規
の
メ
ン
バ
ー
を
募

集
し
つ
つ
、
他
地
区
の
サ
ー
ク
ル
と

の
交
流
会
を
通
じ
て
情
報
交
換
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。
早
く
コ
ロ
ナ
が

収
束
し
、
皆
様
に
笑
顔
を
届
け
ら
れ

る
よ
う
な
活
動
が
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

今年の干支づくり
東
部
地
区
女
性
部

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
東
部
地

区
は
、
12
月
16
日
に
J
A
平
田
中
央

支
店
大
会
議
室
で
今
年
の
干
支
、

「
う
さ
ぎ
」
の
置
物
作
り
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
14
名
が
参
加
し
、
ち

り
め
ん
の
生
地
を
使
い
、
参
加
者
は

久
々
の
裁
縫
の
作
業
を
楽
し
み
な
が

ら
手
縫
い
で
仕
上
げ
て
い
き
ま
し

た
。

　
同
地
区
女
性
部
の
山
形
由
紀
地

区
長
は
「
2
年
前
か
ら
12
月
に
は
次

の
年
の
干
支
の
置
物
を
作
っ
て
い
ま

す
。
前
回
は
軍
手
を
使
っ
た
寅
の
マ

ス
コ
ッ
ト
を
作
り
ま
し
た
。
今
年
は

金
屏
風
に
ペ
ア
の
か
わ
い
い
う
さ
ぎ

の
置
物
が
完
成
し
ま
し
た
。
床
の
間

な
ど
に
飾
っ
て
も
ら
い
、
華
や
か
な

新
年
を
迎
え
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

作品を展示

正面玄関エントランスで展示

制作中のメンバー

　
女
性
部
高
松
支
部
の
ち
ぎ
り
絵

サ
ー
ク
ル
が
、
J
A
し
ま
ね
出
雲
地

区
本
部
正
面
玄
関
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で

作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
同
サ
ー

ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
9
名
は
、
毎
月
第

3
木
曜
日
に
支
店
の
2
階
和
室
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
作
品
の
題
材
は
季

節
や
、
風
景
、
動
物
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
、
例
年
12
月
に
は
来
年
の
干
支
の

ち
ぎ
り
絵
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
同
サ
ー
ク
ル
の
浅
津
敏
子
代
表
は

「
力
作
ぞ
ろ
い
で
す
。
お
近
く
に
お
越

し
の
際
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
頂
き
作

品
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

コンクール小学生作文小学生作文

松浦遥音さん(左)とＪＡしまね出雲女性部高野智子部長

島根県農業協同組合中央会長賞
大津小学校 3年生 松浦　遥音さん
　JA しまね女性部主催の｢第 44 回みどりをまもる小学
生作文コンクール｣の審査会が 11月 11日に開催されま
した。同コンクールは、児童に自然や環境、農業など
に関心をもってもらうことを目的に毎年開催しており、
今年度は県内28校から 110名 (ＪＡしまね出雲地区本
部管内からは7校11名)の応募がありました。
　出雲地区本部管内では、島根県農業協同組合中央会
長賞に大津小学校３年生の松浦遥音さんが選ばれ、12
月 13日に賞状、トロフィーを贈呈しました。松浦さん
は昨年｢JAしまね女性部長賞」を受賞しており、2 年連
続で特別賞を受賞。また、全国農業協同組合中央会主
催の第 47 回｢ごはん・お米とわたし｣作文図画コンクー
ルにおいても、優秀賞(作文第 1部）に入賞しました。

「
田
ん
ぼ
の
ひ
み
つ
」

大
津
小
学
校
三
年
　
松
浦
　
遥
音

　
み
な
さ
ん
は
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
六
月
、
ぼ
く
の
家
の
ま

わ
り
の
田
ん
ぼ
で
「
大
津
水
田
ダ
ム
百
ト
ン
」
と
書
か
れ
た
か
ん
板
を
見
つ
け
ま

し
た
。
見
つ
け
る
た
び
に
、「
何
だ
ろ
う
？
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
、
か
ん
板
の
正
体
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

し
ょ
う
か
い
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
ダ
ム
と
は
、
大
雨
の
時
、
せ
き
板
で
田
ん
ぼ
か
ら
の
は
い
水
を
お
さ
え
、

田
ん
ぼ
で
水
を
た
め
る
取
り
組
み
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
大
雨
の
時

に
、
水
路
の
ぞ
う
水
を
ふ
せ
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
き
ょ
年
の
大
雨
の
時
、
家
の

近
く
の
水
路
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
て
道
路
ま
で
水
が
き
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
の
家
の

ま
わ
り
に
も
田
ん
ぼ
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取

り
組
み
に
よ
っ
て
、
こ
う
水
を
ふ
せ
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
田
ん
ぼ
に
は
、
ダ
ム

の
よ
う
な
役
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
て
知
っ
て
、
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ぼ
く
は
、
こ
の
春
、
手
植
え
の
田
植
え
体
け
ん
と
草
取
り
体
け
ん
を
し

ま
し
た
。
ず
っ
と
下
を
向
い
て
の
作
ぎ
ょ
う
で
、
こ
し
が
い
た
く
な
っ
て
た
い
へ

ん
で
し
た
。
こ
の
体
け
ん
で
、
じ
ょ
う
ぎ
や
田
車
な
ど
の
道
具
は
、
作
ぎ
ょ
う
を

少
し
で
も
し
や
す
く
し
て
い
る
こ
と
、
草
取
り
は
、
草
の
た
ね
を
落
と
す
こ
と
ふ

せ
ぐ
の
で
次
の
年
に
も
つ
な
が
る
こ
と
、
イ
ノ
シ
シ
に
い
ね
を
食
べ
ら
れ
な
い
よ

う
に
さ
く
を
す
る
こ
と
な
ど
、
昔
か
ら
の
ち
え
を
大
切
に
し
な
が
ら
お
米
を
作
っ

て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
お
米
を
作
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
心
を
こ
め
て
お
い
し
い
お
米
を
作
り
、
ぼ
く

た
ち
の
食
生
活
を
守
っ
て
お
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
り
組
み

の
よ
う
に
、
ぼ
く
た
ち
の
生
活
の
あ
ん
全
も
守
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
ぼ
く
の
身
の
回
り
で
は
、
田
ん
ぼ
が
ど
ん
ど
ん
へ
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
で
、
田
ん
ぼ
を
守
り
、
お
い
し
い
お
米
を
作
り
、
町
の
あ
ん
全
の
た
め
に
が
ん

ば
っ
て
お
ら
れ
る
方
に
感
し
ゃ
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
大
す
き

な
ご
は
ん
を
た
く
さ
ん
食
べ
た
い
で
す
。

まつうら　　　 はると

受賞した松浦遥音さんの作文をご紹介します。

女
性
部
高
松
支
部

　

ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル

女性部活動レポート女性部活動レポート
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出
雲
女
性
部
大
津
支
部

「
さ
ざ
ん
か
教
室
」

代
表  

勝
部 

美
保
子 

さ
ん

サ
ー
ク
ル
紹
介

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
大
津
支

部
の
「
さ
ざ
ん
か
教
室
」
は
平
成
11

年
か
ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
現
在

は
14
名
の
部
員
が
毎
月
第
２
、
４
木

曜
日
に
大
津
支
店
の
２
階
和
室
で
、

銭
太
鼓
や
踊
り
の
稽
古
を
中
心
に
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前

は
敬
老
会
で
の
銭
太
鼓
や
踊
り
の
発

表
や
施
設
慰
問
な
ど
、
地
域
の
皆
様

に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
の
活
動
と
し
て
は
、
１
月
に

行
わ
れ
る
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
女
性
部

の
イ
ベ
ン
ト
で
の
発
表
に
向
け
て
、

メ
ン
バ
ー
全
員
で
発
表
が
成
功
す
る

事
を
目
標
に
一
生
懸
命
「
安
来
節
」

と
「
百
歳
音
頭
」
を
練
習
し
て
い
ま

す
。
回
を
重
ね
る
ご
と
に
上
達
し
て

い
る
の
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
銭
太
鼓
は
全
身
を
使
っ
て
演
じ
る

の
で
、
体
力
づ
く
り
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
集
ま
っ
て
み
ん
な
で
会
話
を

す
る
こ
と
で
認
知
症
予
防
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
で
す
。

　
今
後
は
、
新
規
の
メ
ン
バ
ー
を
募

集
し
つ
つ
、
他
地
区
の
サ
ー
ク
ル
と

の
交
流
会
を
通
じ
て
情
報
交
換
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。
早
く
コ
ロ
ナ
が

収
束
し
、
皆
様
に
笑
顔
を
届
け
ら
れ

る
よ
う
な
活
動
が
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

今年の干支づくり
東
部
地
区
女
性
部

　
J
A
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
東
部
地

区
は
、
12
月
16
日
に
J
A
平
田
中
央

支
店
大
会
議
室
で
今
年
の
干
支
、

「
う
さ
ぎ
」
の
置
物
作
り
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
14
名
が
参
加
し
、
ち

り
め
ん
の
生
地
を
使
い
、
参
加
者
は

久
々
の
裁
縫
の
作
業
を
楽
し
み
な
が

ら
手
縫
い
で
仕
上
げ
て
い
き
ま
し

た
。

　
同
地
区
女
性
部
の
山
形
由
紀
地

区
長
は
「
2
年
前
か
ら
12
月
に
は
次

の
年
の
干
支
の
置
物
を
作
っ
て
い
ま

す
。
前
回
は
軍
手
を
使
っ
た
寅
の
マ

ス
コ
ッ
ト
を
作
り
ま
し
た
。
今
年
は

金
屏
風
に
ペ
ア
の
か
わ
い
い
う
さ
ぎ

の
置
物
が
完
成
し
ま
し
た
。
床
の
間

な
ど
に
飾
っ
て
も
ら
い
、
華
や
か
な

新
年
を
迎
え
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話

し
ま
し
た
。

作品を展示

正面玄関エントランスで展示

制作中のメンバー

　
女
性
部
高
松
支
部
の
ち
ぎ
り
絵

サ
ー
ク
ル
が
、
J
A
し
ま
ね
出
雲
地

区
本
部
正
面
玄
関
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
で

作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
同
サ
ー

ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
9
名
は
、
毎
月
第

3
木
曜
日
に
支
店
の
2
階
和
室
で
活

動
し
て
い
ま
す
。
作
品
の
題
材
は
季

節
や
、
風
景
、
動
物
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
、
例
年
12
月
に
は
来
年
の
干
支
の

ち
ぎ
り
絵
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
同
サ
ー
ク
ル
の
浅
津
敏
子
代
表
は

「
力
作
ぞ
ろ
い
で
す
。
お
近
く
に
お
越

し
の
際
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
頂
き
作

品
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

コンクール小学生作文小学生作文

松浦遥音さん(左)とＪＡしまね出雲女性部高野智子部長

島根県農業協同組合中央会長賞
大津小学校 3 年生 松浦　遥音さん
　JA しまね女性部主催の｢第 44 回みどりをまもる小学
生作文コンクール｣の審査会が 11月 11日に開催されま
した。同コンクールは、児童に自然や環境、農業など
に関心をもってもらうことを目的に毎年開催しており、
今年度は県内 28 校から 110 名 (ＪＡしまね出雲地区本
部管内からは7校11名)の応募がありました。
　出雲地区本部管内では、島根県農業協同組合中央会
長賞に大津小学校３年生の松浦遥音さんが選ばれ、12
月 13 日に賞状、トロフィーを贈呈しました。松浦さん
は昨年｢JA しまね女性部長賞」を受賞しており、2 年連
続で特別賞を受賞。また、全国農業協同組合中央会主
催の第 47 回｢ごはん・お米とわたし｣作文図画コンクー
ルにおいても、優秀賞(作文第 1 部）に入賞しました。

「
田
ん
ぼ
の
ひ
み
つ
」

大
津
小
学
校
三
年
　
松
浦
　
遥
音

　
み
な
さ
ん
は
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
六
月
、
ぼ
く
の
家
の
ま

わ
り
の
田
ん
ぼ
で
「
大
津
水
田
ダ
ム
百
ト
ン
」
と
書
か
れ
た
か
ん
板
を
見
つ
け
ま

し
た
。
見
つ
け
る
た
び
に
、「
何
だ
ろ
う
？
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
で
、
か
ん
板
の
正
体
「
田
ん
ぼ
ダ
ム
」
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

し
ょ
う
か
い
さ
れ
ま
し
た
。

　
田
ん
ぼ
ダ
ム
と
は
、
大
雨
の
時
、
せ
き
板
で
田
ん
ぼ
か
ら
の
は
い
水
を
お
さ
え
、

田
ん
ぼ
で
水
を
た
め
る
取
り
組
み
で
す
。
こ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
大
雨
の
時

に
、
水
路
の
ぞ
う
水
を
ふ
せ
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
き
ょ
年
の
大
雨
の
時
、
家
の

近
く
の
水
路
か
ら
水
が
あ
ふ
れ
て
道
路
ま
で
水
が
き
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
の
家
の

ま
わ
り
に
も
田
ん
ぼ
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取

り
組
み
に
よ
っ
て
、
こ
う
水
を
ふ
せ
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
田
ん
ぼ
に
は
、
ダ
ム

の
よ
う
な
役
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
て
知
っ
て
、
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ぼ
く
は
、
こ
の
春
、
手
植
え
の
田
植
え
体
け
ん
と
草
取
り
体
け
ん
を
し

ま
し
た
。
ず
っ
と
下
を
向
い
て
の
作
ぎ
ょ
う
で
、
こ
し
が
い
た
く
な
っ
て
た
い
へ

ん
で
し
た
。
こ
の
体
け
ん
で
、
じ
ょ
う
ぎ
や
田
車
な
ど
の
道
具
は
、
作
ぎ
ょ
う
を

少
し
で
も
し
や
す
く
し
て
い
る
こ
と
、
草
取
り
は
、
草
の
た
ね
を
落
と
す
こ
と
を

ふ
せ
ぐ
の
で
次
の
年
に
も
つ
な
が
る
こ
と
、
イ
ノ
シ
シ
に
い
ね
を
食
べ
ら
れ
な
い

よ
う
に
さ
く
を
す
る
こ
と
な
ど
、
昔
か
ら
の
ち
え
を
大
切
に
し
な
が
ら
お
米
を

作
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
お
米
を
作
っ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
心
を
こ
め
て
お
い
し
い
お
米
を
作
り
、
ぼ
く

た
ち
の
食
生
活
を
守
っ
て
お
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
り
組
み

の
よ
う
に
、
ぼ
く
た
ち
の
生
活
の
あ
ん
全
も
守
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。
ぼ
く
の
身
の
回
り
で
は
、
田
ん
ぼ
が
ど
ん
ど
ん
へ
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

中
で
、
田
ん
ぼ
を
守
り
、
お
い
し
い
お
米
を
作
り
、
町
の
あ
ん
全
の
た
め
に
が
ん

ば
っ
て
お
ら
れ
る
方
に
感
し
ゃ
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
、
大
す
き

な
ご
は
ん
を
た
く
さ
ん
食
べ
た
い
で
す
。

まつうら　　　 はると

受賞した松浦遥音さんの作文をご紹介します。

女
性
部
高
松
支
部

　

ち
ぎ
り
絵
サ
ー
ク
ル

女性部活動レポート女性部活動レポート



〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内
「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！

　神門さんは、県外の大学を卒業し地元の金融機関
を経て神門三千夫税理士事務所に勤めて5年目。趣
味は体を動かすことで、6歳と3歳の子どもと近所を
散歩することが日課となっています。
　仕事の内容は、会計・税務・相続・開業など税に関す
る相談業務で、主には、日常的な会計処理を行い、
決算処理や税金の計算をしています。また、所長代
理として労働時間の短縮や有給休暇の取得の推進な
ど働きやすい職場づくりなどを心がけています。
　最近嬉しかったことは、コロナ禍で様々な給付金
や補助金の相談を受ける中で、膨大な情報の中から
必要な情報を収集し、申請を円滑に進めることがで
きたことで、受給されたお客様から感謝の言葉を頂
いたことです。
　「会社の財務状況をデータ化し、改善に向けての提案が採用されたときはやりがいを感じます。様々な業種
の社会経験豊富な経営者の皆さんと話すことで、多くの知識や経験を得ることができます」と話す神門さん。
　「まだ勉強中のことも沢山ありますが、将来的に必要な資格を取り、皆さんのお役に立てるように全力
で仕事に向き合っていきたいです」とメッセージを頂きました。
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片
手
に
口
に
し
て
い
ま
し
た
。
正
月
は
大

根
と
ユ
ズ
の
酢
の
物
ち
ょ
っ
と
か
わ
い
い

入
れ
物
で
気
分
ア
ッ
プ
し
そ
う
で
す
。
今

後
も
出
雲
の
旬
レ
シ
ピ
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

（
外
園
町 

J
・
F
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

旬
レ
シ
ピ
を
活
用
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
豚
肉
の
旨
味

を
た
っ
ぷ
り
含
ん
だ
大
根
と
、
ユ
ズ
風
味

の
さ
っ
ぱ
り
し
た
酢
の
物
。
ど
ち
ら
も
お

酒
に
合
う
一
品
で
す
よ
ね
☆
飲
み
す
ぎ
に

注
意
で
す
ね
♪

●
自
分
の
成
人
式
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

早
い
も
の
で
半
世
紀
が
過
ぎ
た
わ
ぁ
と
な

つ
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。
で
も
、
着

物
は
タ
ン
ス
の
中
で
眠
っ
て
い
ま
す
。
早

く
断
捨
離
せ
ね
ば
と
・
・
・

（
大
社
町 

F
・
H
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

今
回
の
お
た
よ
り
広
場
に
振
袖
に

ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。
苦
労
し
た
話
か
ら
お
子
さ

ん
が
着
た
こ
と
な
ど
懐
か
し
む
内
容
が
多

か
っ
た
で
す
。
早
く
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

落
ち
着
い
て
マ
ス
ク
な
し
の
成
人
の
集
い

が
盛
大
に
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

●
今
月
の
し
ま
ね
び
よ
り
で
〈
国
消
国

産
〉
と
い
う
言
葉
を
知
り
ま
し
た
。
地
産

地
消
の
全
国
版
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う

か
？
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
貢
献
す
る
若
者

た
ち
に
大
い
な
る
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

（
天
神
町 

Y
・
S
さ
ん
）

Ｊ
Ａ…

「
国
消
国
産
」
は
農
産
物
を
対
象

に
J
A
グ
ル
ー
プ
が
２
０
２
０
年
に
提
唱

し
た
取
り
組
み
で
す
。
「
地
産
地
消
」
は

生
産
さ
れ
た
す
べ
て
の
も
の
を
対
象
と
し

て
い
る
点
が
、
「
国
消
国
産
」
と
の
違
い

で
す
。
地
元
で
と
れ
た
野
菜
や
お
肉
を
食

べ
て
農
家
の
皆
さ
ん
を
応
援
し
ま
し
ょ

う
！

●
12
月
号
の
旬
レ
シ
ピ
の
豚
バ
ラ
大
根
を

作
り
ま
し
た
。
主
人
も
美
味
し
い
と
焼
酎

輝
け！

いずもスマイル

健康ライフかわら版健康ライフかわら版

お問い合わせ先 出雲保健所 健康増進課　TEL 21-8785

出雲市塩冶原町

神門　宏さん （39歳）
ごうど ひろし

仕事も子育ても楽しく全力で取り組む

今日からできる「糖尿病予防」のための生活改善

　食事をとると血糖値（血液中のブドウ糖の量）が上がりますが、イ
ンスリンというホルモンが膵臓から分泌され一定の範囲内まで血糖
値が下がります。糖尿病は、このインスリンが不足したり、効きが悪く
なることにより、血糖値が高い状態が続くことで発症する病気です。
血糖値が高い状態が続くと、腎臓や視力、神経等に障害が生じます。

糖尿病ってどんな病気？
　糖尿病は、多くの場合、食生活の乱れや運動不足が原因となっ
て引き起こされます。また、自覚症状があまりないため放置しが
ちです。食事や運動などの生活習慣を見直すほか、年1回の健診
で自分の体の状況をチェックしましょう。
※治療中の方は必ず定期的に受診しましょう！

糖尿病予防と重症化させないための生活習慣

☆適正体重をチェック

☆食事のポイント

今の体重が適正範囲かどうかをBMIで確認してみよう

☆運動のポイント

３食きちんと食べよう
食事は決まった時間に、よく噛んで
ゆっくりと食べよう
野菜はたっぷりとろう
甘いものや脂っぽいものは
食べ過ぎないようにしよう
塩分のとりすぎに気をつけよう

　ウォーキングなどの有酸素運動は、血糖値を下げやすくします。
少しの距離なら車を使わずに歩くなど、日常生活の活動を見直し
てみよう

資料：日本人の食事摂取基準2020年版

【目標とするBMIの範囲】
BMI=体重（kg）÷身長（m）÷身長（m)
【BMIの計算の仕方】

18～49歳
50～64歳
65～74歳※

75歳以上※

18.5～24.9
20.0～24.9
21.5～24.9
21.5～24.9

年齢(歳) BMI(kg/㎡)

※高齢者では、フレイルの予防及び生
活習慣病の発症予防の両方に配慮する
必要があることを踏まえ当面の目標

ＪＡしまね出雲地区本部組合員

　例年２月に開催しております、組合員囲碁・将棋大会

につきまして、出雲市内の新型コロナウイルス感染拡大

の状況を鑑み、残念ながら中止させていただくことと致

しました。

　楽しみにされていた皆様には大変申し訳ございません

が、何卒ご理解の程、よろしくお願いいたします。

からのお知らせ
自動車安心サポート課

❶被害者の救護　❷警察へ連絡(１１０番）

連絡先

〇自動車事故の場合には

ジ コ は  　　ク ミアイ

（ＪＡ共済事故受付センター）
０１２０－２５８－９３１

２４時間３６５日受付

〇レッカー移動や故障時の応急対応が必要な場合には

をしてください。

令和４年度

囲碁・将棋大会の
開催中止について

（JAしまね出雲地区本部　自動車安心サポート課）
０８５３－２１－６０２３
平日　８：３０～１７：００

（ＪＡ共済サポートセンター）
０１２０－０６３－９３１
２４時間３６５日受付

事故が起こったら・・・

みんなの広場みんなの広場



〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内
「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！

　神門さんは、県外の大学を卒業し地元の金融機関
を経て神門三千夫税理士事務所に勤めて5年目。趣
味は体を動かすことで、6歳と3歳の子どもと近所を
散歩することが日課となっています。
　仕事の内容は、会計・税務・相続・開業など税に関す
る相談業務で、主には、日常的な会計処理を行い、
決算処理や税金の計算をしています。また、所長代
理として労働時間の短縮や有給休暇の取得の推進な
ど働きやすい職場づくりなどを心がけています。
　最近嬉しかったことは、コロナ禍で様々な給付金
や補助金の相談を受ける中で、膨大な情報の中から
必要な情報を収集し、申請を円滑に進めることがで
きたことで、受給されたお客様から感謝の言葉を頂
いたことです。
　「会社の財務状況をデータ化し、改善に向けての提案が採用されたときはやりがいを感じます。様々な業種
の社会経験豊富な経営者の皆さんと話すことで、多くの知識や経験を得ることができます」と話す神門さん。
　「まだ勉強中のことも沢山ありますが、将来的に必要な資格を取り、皆さんのお役に立てるように全力
で仕事に向き合っていきたいです」とメッセージを頂きました。
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出雲市塩冶原町

神門　宏さん （39歳）
ごうど ひろし

仕事も子育ても楽しく全力で取り組む

今日からできる「糖尿病予防」のための生活改善

　食事をとると血糖値（血液中のブドウ糖の量）が上がりますが、イ
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糖尿病ってどんな病気？
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※治療中の方は必ず定期的に受診しましょう！

糖尿病予防と重症化させないための生活習慣
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☆食事のポイント

今の体重が適正範囲かどうかをBMIで確認してみよう
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野菜はたっぷりとろう
甘いものや脂っぽいものは
食べ過ぎないようにしよう
塩分のとりすぎに気をつけよう

　ウォーキングなどの有酸素運動は、血糖値を下げやすくします。
少しの距離なら車を使わずに歩くなど、日常生活の活動を見直し
てみよう

資料：日本人の食事摂取基準2020年版
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〇自動車事故の場合には
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（ＪＡ共済事故受付センター）
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〇レッカー移動や故障時の応急対応が必要な場合には

をしてください。

令和４年度
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